
津
波
で
内
戦
が
終
わ
っ
た

　
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
一
の
地

震
が
発
生
し
た
。
大
津
波
が
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
を
襲
い
、
一
四
か
国
で
二
二
万
人

に
上
る
犠
牲
者
を
出
し
た
。
な
か
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
州
は
、
死
者
・
行

方
不
明
者
が
一
七
万
三
〇
〇
〇
人
に
及
ぶ
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。 

　
ア
チ
ェ
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
を
掲
げ
る
独

立
派
ゲ
リ
ラ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
の
間
で
内
戦
が
続
い
て
い
た
。
津
波
が
襲
っ
た

の
は
、
政
府
が
ア
チ
ェ
州
に
戒
厳
令
を
敷
い
て
独
立
派
ゲ
リ
ラ
の
掃
討
作
戦
を
展
開

し
、
内
戦
の
緊
張
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
状
況
下
だ
っ
た
。

上）学生デモ隊を排除するた
めにバンダアチェ市内に展開
する治安当局（1999年 3 月）。
中）紛争が激化する中、放火
により焼失した商店街。火を
つけたのが誰なのかは明らか
になっていない（1999年 6
月）。
下）津波でアチェ州の州都バ
ンダアチェ市は市街地の三分
の一が全壊し、人口の五分の
一を失った。



国
際
支
援
の
「
実
験
場
」
と
な
っ
た
ア
チ
ェ

　
ア
チ
ェ
の
津
波
被
災
地
支
援
の
た
め
、
世
界
五
四
か
国
の
五
〇
〇
を
超
え
る
団
体
か
ら
二

万
人
以
上
の
支
援
者
が
ア
チ
ェ
を
訪
れ
た
。
規
模
や
目
的
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
者
の

活
動
を
調
整
す
る
た
め
、
被
災
地
の
中
心
で
あ
る
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
に
大
統
領
直
属
の
ア

チ
ェ
・
ニ
ア
ス
復
興
再
建
庁
（
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）
が
設
置
さ
れ
、
国
外
か
ら
の
支
援
者
た
ち
は
、
国

内
各
地
か
ら
ア
チ
ェ
を
訪
れ
た
約
二
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
復
興
再
建
庁
の
調

整
の
も
と
で
緊
急
支
援
や
住
宅
再
建
、
生
業
回
復
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

支援団体ごとにデザインが異なる復興住宅。モスク（中央後方）や津波避難棟
（左奥）も見える。

　支援者たちはそれぞれの社会で最先端である考え方や物
資を持ち込んだ。支援団体ごとにデザインが異なる復興住
宅、平等性や透明性を重視した生業支援プログラム、最先
端の技術や知識を利用した防災教育や避難訓練といった多
彩な支援事業が展開するさまは、さながら復興支援の見本
市の様相を呈していた。

右）住民はグループをつくり支援を受
けた（第 3章参照）。
下）仮設住宅の一角に整理整頓された
食用油、ビタミン剤、食器、調理器具
などの支援物資。よく見るとそれぞれ
の支援団体のロゴが付されている。



弔いのなかに生きる 　物質面や制度面を中心とする社会全体の復興が進んでい
く一方で、亡くなった人々をどう弔うかを含め、心や暮ら
しの復興は一人一人異なって進んでいく。社会全体の復興
と個人の復興のあいだに生じるずれに一人一人が折り合い
をつけ、残された者として生を歩もうとしている。

上）集団埋葬地で津波により生き別
れた子に祈りを捧げる女性。
右）約 1万5000人が埋葬されたムラ
クサ集団埋葬地。墓標はなく、埋葬
場所には立ち入りが禁じられてい
る。人々は脇の通路に座ってそれぞ
れの祈りを捧げている（第 5 章参
照）。

　また、社会として被災と復興の経験を受け止め、それを
人類社会全体の経験として世界のほかの地域の人々や次世
代に伝えるため、バンダアチェの街全体を津波災害の追悼
の中心地にするとともに、津波災害の研究と教育の発信地
にしようとする取り組みが進められている。

右）津波で内陸に運ばれた発電船と
その周囲の土地を利用して開設され
た津波教育公園（第 7章参照）。
下）遺体の回収作業を行ったインド
ネシア赤十字が保管している住民登
録証。遺体の多くは家族と対面しな
いまま集団埋葬地に埋葬された。遺
族は住民登録証だけ回収され、本人
はどこかで生き延びている可能性に
一縷の望みをかけ、住民登録証の写
真を切り取り尋ね人欄に広告を出し
た（第 1章、第 5章参照）。



衣
食
住
と
教
育
―
―
女
性
た
ち
の
復
興

　
世
界
各
地
か
ら
訪
れ
る
支
援
者
を
も
て
な
し
、
被
災
者
た
ち
を
日
々
の
活
動
に
向
か
わ
せ
る

原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
自
身
も
被
災
者
で
あ
る
ア
チ
ェ
の
女
た
ち
の
日
常
の
営
み
だ
っ
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
会
議
に
欠
か
せ
な
い
お
茶
菓
子
を
用
意
し
、
津
波
後
に
増
え
た
会
議
に

味
を
添
え
た
。
被
災
後
に
い
ち
早
く
幼
稚
園
を
つ
く
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
ト
ラ
ウ
マ
ケ

ア
を
担
い
、
小
中
学
校
で
は
防
災
教
育
を
支
え
た
。
色
と
り
ど
り
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
バ
イ
ク
に

跨
り
、
避
難
所
、
市
場
、
学
校
、
役
場
と
各
所
を
飛
び
回
る
女
た
ち
は
組
織
を
越
え
て
人
々
を

結
び
つ
け
た
（
第
4
章
・
第
9
章
参
照
）。

八百屋。毎日の買い物の場は情報交換の場でもある

協力してお茶菓子を準備する

右）会議の受付ではにっこり微笑んで資
料とお茶菓子を渡すおもてなし
下）同僚を失い、自身も被災しながら子
どもの教育に取り組む教員たち


